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「むさしこども園」は、大分県国
くに
東
さき
市にある認定こども園で、こどもが楽しく意欲的に食べ

られるよう、こどもの「食べたい」という気持ちを大切にした様々な食育に取り組んでいま
す。
スプーンを使って離乳食を食べることが苦

手で離乳がなかなか進まないこどももいれば、
何でもよく食べるこどももいます。一人一人
の発達や状態に応じて、こどもが日々の生活
や遊びの中で食に関する様々な体験を積み重
ねて成長していけるよう、こどものやりたい
という気持ちに寄り添いながら、援助するよ
う心掛けています。
まず、こどもたちには食べることに興味を

持ってもらえるよう、食材に触れることから
始めました。たまねぎの場合、最初は触れる
ことを嫌がっていたこどもが、一緒にいる友達が匂いを嗅いだり、皮をむいたり、なめたりす
る様子をみているうちに、取り合いになるほどまでたまねぎに興味を持つようになりました。
食べ方についても、こどもが自らお皿の上の食材に触るようになり、手に付いた食材をなめる
食べ方から、スプーンで食べることもできるようになっていき、食に関する体験を積み重ねて
成長していく様子をみることができました。
園では、日頃のこどもの様子や食事の状況、園の食育の取組について保護者と丁寧に共有す

るとともに、保護者の負担を考慮した家庭での食事づくりの支援も行っています。
食事は、こどもの健やかな成長に欠かせないものであり、こどもの生活リズムを作る基礎と

なります。園の保育教諭や栄養士は、多様な家庭環境を尊重し、家庭でも無理なく、楽しく食
事ができるよう、朝食やおやつとして、作り置きが可能な蒸しパンやホットケーキのレシピを
紹介したり、園で良く食べてくれるメニューを紹介したりするなど、家庭への支援にも取り組
んでいます。これからも、家庭と園との連携により、一人一人のこどもの成長に応じた食育に
取り組んでいきます。

たまねぎの皮むき体験 朝食にもぴったり！
小松菜蒸しパンのレシピ

おいしいよ、カミカミしてみようか！

「目指せ！食いしん坊～こども・家庭・園を繋いでいく食環境～」
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